
6月5日は環境の日です。これは、1972年6月5日からストックホルムで開催された国連人間環境会議を記念して定
められたものです。環境省の提唱により毎年6月を環境月間として、全国で様々な行事が行われています。環境月間
を契機に、身近なことから環境にやさしいことを始めてみませんか。
市では、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、令和3年度より第3次環境基本計画を策定
しました。その推進は「へきなん市民環境会議」が市民の立場で様々な取り組みを行っています。その活動の一部
を紹介します。

みんなでやろう「私の環境宣言」プロジェクト
「電気はこまめに消します」「スーパーの食品は手前から取ります」な
ど環境のために自分たちで出来る身近なことを宣言し、実践してもらう
取り組みとして「私の環境宣言」を受け付けています。へきなん市民環
境会議では、市民参加型のイベントでブースを設けて市民の皆さんに登
録を呼びかけています。
3月31日時点の登録者数は27,997人です。

外来種駆除推進プロジェクト オオキンケイギク一斉除去活動
オオキンケイギクは繁殖力が非常に強く、在来植物に大きな影響を及ぼ
すおそれのある特定外来生物に指定され、栽培することができない植物
です。へきなん市民環境会議は毎年5月に、碧南高校の生徒と一緒に矢
作川河川敷（前浜町付近）で一斉除去を実施しています。根や茎ごと駆
除する必要がありますが、背丈が高いものほどしっかりしていて駆除が
大変です。市内各所に生えている美しい花ですが、国内の貴重な生き物
を保護するため栽培しないようにしてください。オオキンケイギク駆除
方法の動画もあります。

環境きっかけ講座
自然に親しむきっかけづくりの取り組みを行っています。
昨年度は6月に西尾、10月にへきなんたんトピアエコパーク、2月に豊
田でそれぞれ自然観察会を実施しました。今年度も様々な取り組みを実
施する予定です。
詳細は広報へきなん、市ホームページ、チラシなどでお知らせします。
環境保全に興味を持ってもらうきっかけとして、皆さんの参加をお待ち
しています。

　環境課環境保全係　 95-9900

環境について考え
できることをやってみませんか

6月は環境月間

オオキンケイギク駆除方法
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環境保全のポスター展示
市内中学生から環境月間をテーマにポスターを募集しました。56点の応募があり、18点の作品が入賞しました。
▼入賞作品展 

　6月8日㈭〜30日㈮　 　市役所　1階ホール
―市長賞―　　　　　　　　　　　―市議会議長賞―　　　　　　　　　―教育委員会賞―

坂本晴徠さん
（新川中3年）

1枚の絵の中に環境に関するこ
とがバランス良く表現されてい
ます。

中嶋莉子さん
（新川中3年）

海洋汚染の悲しみがダイレクト
に伝わってきます。

新実莉央さん
（南中2年）

海洋汚染が与える影響の大きさ
が伝わってきます。

「天の恵み」雨水利用プロジェクト 打ち水大作戦
打ち水は、夏の暑さをしのぐために地面に水をまき、その水が蒸発する
ことで地表面の熱が奪われ、周囲の気温を下げる効果があります。場所
によりますが、1㎡に1リットルの水をまくと、外気温が約2℃下がると
言われています。
地球温暖化が進んでいる今、冷房を使わずに夏を快適に過ごすために打
ち水をしてみませんか。水道水は使わずに、お風呂の残り湯などを有効
に使いましょう。

「へきなん市民環境会議」メンバー募集 
へきなん市民環境会議では、メンバーを随時募集中です。水質モニタリングや環境の啓発活動を15人で行っていま
す。毎月第1木曜日の夜に1時間程度の定例会を行っています。環境の詳しいことは分からないけど、ちょっと興味
があるなあという人はぜひ見学してみませんか。見学してみたい人は環境課環境保全係まで連絡してください。

へきなん市民環境会議が生まれて約20年になります。市民と企業の
メンバーが協働し活動しています。新型コロナの影響でイベントなど
の参加はなかなかできませんでしたが、定例会ではメンバーが意見を
出し合ったり、できることは協力しあったりして皆でワイワイ仲良く
やっています。環境問題が大きく取り上げられている昨今、あなたも
仲間に入り碧南市の環境保全に一役買ってみませんか？
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